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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

福島第一原子力発電所の廃炉を進めるにあたり建屋内作業環境の放射

線源の位置分布を把握することが必要不可欠となっている。そこで、

最も確実に汚染源の位置分布の把握を行うことができる密着型で、か

つ「点」ではなく「線」に沿った放射線源分布が把握できる一次元光

ファイバ放射線センサの開発を進める。当該プロジェクトでは、建屋

内作業環境の放射線源分布の把握に利用可能な放射線センサの実用化

を目指し、これらのセンサのプロトタイプ機の製作および実環境での

利用を想定した性能評価試験を行うことを目的として、以下の項目を

行う。 

１）広ダイナミックレンジ飛行時間型一次元光ファイバ放射線セン

サの設計 

２）広ダイナミックレンジ飛行時間型一次元光ファイバ放射線セン

サの性能評価 

３）波長分解型一次元光ファイバ放射線センサの開発 

２．総合評価 Ａ 
・光ファイバを用いた検出器の開発という着眼点に独創性があり、使

用環境に応じた方式の提案がなされたことも評価ができる。 

・様々な性能を整理して、実際にどのように適用させるか検討をして

欲しい。 
  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


